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意  見  書 

 

 

大阪市地方独立行政法人大阪市民病院機構評価委員会条例（平成２５年１２月１６日条

例第１４９号）第２条及び地方独立行政法人大阪市民病院機構の業務運営、財務及び会計

並びに人事管理に関する規則（平成２６年９月３０日規則第１９２号）第８条の規定に基

づく、地方独立行政法人大阪市民病院機構の業務実績に係る大阪市長の評価に対する本評

価委員会の意見は、下記のとおりである。 

 

 

記 

 

 

地方独立行政法人大阪市民病院機構の令和７事業年度の業務実績に係る大阪市長の評価

について、異論はない。 

 ただし、評価委員会において、別紙のとおり意見があったので、今後の参考とされたい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



別紙 

 

（１）経営改善について（十三市民病院） 

業務の実績に関する小項目の各種指標の改善に向けて取り組むとともに、給与費

比率及び経費比率が高い状況が見受けられることから、総合医療センターとの連携

強化をより一層推進するなど、経営改善を図られたい。 

 

（２）経営基盤の強化について 

 経常損益及び純損益で、実質的に地方独立行政法人化後初めての赤字という厳し

い経営状況をふまえ、経営基盤の強化に繋がる有効な方策について積極的に検討さ

れたい。 

 

（３）次期中期目標期間に向けて 

次期中期目標期間に向けて、業務の実績に関する小項目の達成が経営改善に結び

つきやすい目標設定のあり方を検討するとともに、今後の医療を取り巻く経営環境

も踏まえつつ、大阪市としての支援のあり方も含めて検討されたい。 

 


